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敬
老
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祝
う
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を
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う
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敬
老
会
で
長
寿
を
祝
う 

１０
月
１９
日
に
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
田
辺
中
央
体
育
館
で
７０

歳
以
上
の
高
齢
者
（
５
４
７
７
人
）
を
対
象
に
敬
老
会
を
開
催
。
約

９
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
で
久
村
哲
市
長
は
「
市
の
発
展
は
、
み
な
さ
ま
方
の
長
年
に

わ
た
る
郷
土
を
愛
す
る
心
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
た
ま
も
の
。
こ
れ
か

ら
も
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
十
分
発
揮
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
米
寿
・
喜
寿
の
お
祝
い
に
府
・
市
・
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
み
な
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
演
芸
会
。
今

年
の
出
演
は
、
中
田
カ
ウ
ス
・
ボ
タ
ン
や
太
平
シ
ロ
ウ
ー
・
マ
サ
ヒ

コ
、
秋
野
こ
ぎ
く
な
ど
で
、
漫
才
師
の
テ
ン
ポ
の
良
い
漫
談
に
会
場

は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

中部住民センターがオープン 中部住民センターがオープン 
地域活動や生涯学習の拠点

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
開
所
を
祝
う

１０
月
１９
日
に
田
辺
中
央
体
育
館
で
開
か
れ
た
敬
老
会
で
漫
才
を
楽
し
む
み
な
さ
ん

米
寿
・
喜
寿
の
み
な
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
る
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市
が
建
設
を
進
め
て
い
た
、
中
部
住
民

セ
ン
タ
ー
（
愛
称
＝
せ
せ
ら
ぎ
）
が
１０
月
２０

日
に
オ
ー
プ
ン
。
２６
・
２７
日
に
は
「
開
所
記

念
イ
ベ
ン
ト
」
も
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
や
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
や
音
楽
ル
ー
ム
・
調
理
室
・
中
央
図

書
館
の
分
室
な
ど
を
設
置
。
防
災
施
設
と
し

て
非
常
食
な
ど
を
保
管
す
る
備
蓄
倉
庫
や
自

家
発
電
機
、太
陽
光
発
電
装
置
も
あ
り
ま
す
。

開
所
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
主
催
＝
同
実
行

委
員
会
）
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
回
廊
で
飯
岡

玉
露
そ
ば
ク
ラ
ブ
に
よ
る
実
演
販
売
や
野
菜

の
即
売
会
・
野
点
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
が
。
ま
た
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
は
地
元
地

域
が
出
場
す
る
女
子
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
親
善
試
合
が
開
か
れ
、真
新
し
い
屋
根
に
、

選
手
の
歓
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
を
無
料
で
開
放
し

た
１０
月
２２
日
か
ら
３１
日
ま
で
も
多
く
の
市
民

が
訪
れ
、
施
設
の
見
学
や
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
・

研
修
室
な
ど
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

中部住民センター開所式典に先立ちテープカットをする久村哲京田辺市長（中
央）ら

多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
た
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
開
所
記

念
イ
ベ
ン
ト
（
１０
月
２６
日
）
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注1　受給者および65歳以上の世帯員の課税所得が124万円以上で収入合計が637万円以上 
（単身世帯は450万円以上)の場合 
注2　世帯員全員の各所得（雑所得に係る公的年金等控除は65万円で判定）がいずれも0円 
の場合 

自己負担限度額 

3,200円 

(大病院
5,300円)

外来 

37,200円 

入院 

自己負担限度額 

24,600円 

平成14年9月30日まで 

低
所
得
者 

一　般 

住民税
非課税
世帯等 

外来（個人ごと） 

40,200円 

12,000円 

平成14年10月1日から 

低所得者Ⅱ 
（低所得者１
以外の人） 

72,300円+医療費
が361,500円を超
えた場合は、超え
た分の1％ 

40,200円 

15,000円 

24,600円 

自己負担限度額 

外来+入院 

一　　　　般 

住

民

税

 

非
課
税
世
帯 

一定以上所得者 
（注１） 

8,000円 
低所得者Ⅰ 
（注2） 

１０
月
１
日
か
ら
老
人
保
健
法

が
改
正
さ
れ
た
事
に
伴
い
福
祉

医
療
（
マ
ル
老
）
制
度
も
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
病

院
窓
口
で
は
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
１
割
（
一
定
以
上
所
得
者

は
２
割
負
担
…
※
１
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
入
院
時
は
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
で
す
）
を
一

部
負
担
金
と
し
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
外
来
の
月
額
上
限
制

や
定
額
負
担
（
１
日
８
５
０
円
）

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。（
下
表

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

今
回
の
改
正
で
現
在
お
持
ち

の
受
給
者
証
は
一
定
以
上
の
所

得
（
※
１
）
に
な
る
人
以
外
は
、

そ
の
ま
ま
ご
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
世
帯
の
全
て
の
世
帯

員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
人

は
条
件
に
よ
っ
て
「
低
所
得
者

Ⅰ
」（
※
２
）
・
「
低
所
得
者

Ⅱ
」
の
認
定
証
（
限
度
額
認
定
）

を
交
付
し
ま
す
の
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

１
か
月
の
医
療
費
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
時
は
、
高

額
医
療
費
支
給
申
請
書
を
高
齢

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
に
超
え
た
額
を
払
い

戻
し
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
領

収
書
な
ど
が
必
要
で
す
）

限
度
額
認
定
の
申
請
に
必
要

な
も
の
＝
福
祉
医
療
費
（
マ
ル

老
）
受
給
者
証
・
健
康
保
険

証
・
印
か
ん

高
額
医
療
費
支
給
申
請
に
必

要
な
も
の
＝
福
祉
医
療
費
（
マ

ル
老
）
受
給
者
証
・
健
康
保
険

証
・
保
険
点
数
の
入
っ
た
領
収

書
・
振
込
先
の
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の
（
郵
便
局
は
除
き
ま

す
）
・
印
か
ん

※
１
…
受
給
者
お
よ
び
６５
歳

以
上
の
世
帯
員
の
課
税
所
得
が

１
２
４
万
円
以
上
で
収
入
合
計

が
６
３
７
万
円
以
上
（
単
身
世

帯
は
４
５
０
万
円
以
上
）
の
場

合
※
２
…
世
帯
員
全
員
の
各
所

得
（
雑
所
得
に
係
る
公
的
年
金

等
控
除
は
６５
万
円
で
判
定
）
が

い
ず
れ
も
０
円
の
場
合

申
請
・
問
合
せ
先
＝
高
齢
福

祉
課
（
�
６４
・
１
３
７
３
）

福祉医療が変わりました 福祉医療が変わりました 
医療費の１割負担や低所得者の軽減など

教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も

た
ち
の
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る
平

成
８
年
４
月
２
日
か
ら
翌
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

日
時
・
場
所
＝
左
表
の
と
お

り
案
内
通
知
に
書
い
て
あ
る
小

学
校
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
へ
の
通
知
＝
１０
月
１

田辺 

普賢寺 

11月5日� 

健康診断 
実施日 

三山木 

草内 

薪 

実施場所 
（小学校名） 

11月27日� 

11月28日� 

11月7日� 

11月28日� 

11月22日� 

11月11日� 

11月19日� 

実施時間 
（受付時間） 

13：15～13：50 
（13：00～13：15） 
14：15～15：30 
（14：00～14：15） 

14：00～15：30 
（13：45～14：00） 

13：45～16：30 
（13：30～13：45） 

14：20～16：00 
（14：00～14：20） 

14：00～15：30 
（13：30～14：00） 

14：30～16：00 
（14：10～14：30） 

松井ケ丘 

14：35～15：30 
（14：30～14：45） 桃園 

田辺東 

大住 

13：45～15：30 
（13：30～13：45） 11月29日� 

◆健康診断の日程 

日
現
在
、
市
内
に
在
住
し
て
い

る
人
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
１０
月
１
日
現
在
、
市
内
に

在
住
し
て
い
る
人
で
通
知
が
届

い
て
い
な
い
人
▼
１０
月
１
日
以

降
に
本
市
に
転
入
し
た
人
（
前

住
所
地
で
受
診
し
た
人
を
含
み

ま
す
）
ま
た
は
市
内
で
転
居
し
、

校
区
が
変
わ
っ
た
人

く
わ
し
く
は
、
学
校
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
ふ
れ
あ

い
福
祉
相
談
委
員
と
人
権
擁
護

委
員
・
行
政
相
談
委
員
が
、
心

配
ご
と
・
な
や
み
ご
と
相
談
を

開
き
ま
す
。

心
配
な
こ
と
や
な
や
み
ご
と

な
ど
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
つ

か
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か

た
く
守
り
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２１
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
と
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
＝
▼
社
会
福
祉
協

議
会
（
�
６２
・
５
４
４
７
）
▼

広
報
広
聴
課
（
�
６２
・
４
３
４

３
）

１１
月
は
市
・
府
民
税
第
３
期
分
の
納

付
月
で
す
。

市
・
府
民
税
は
、
前
年
中
に
一
定
の

所
得
が
あ
っ
た
人
に
対
し
課
税
額
を
決

定
し
、
そ
の
税
額
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
期
は
第
１
期
が
７
月
・
第

２
期
が
９
月
・
第
３
期
が
１１
月
・
第
４

期
が
翌
年
１
月
の
４
回
分
割
に
な
っ
て

い
ま
す
。
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な

か
っ
た
時
は
、
各
納
付
月
の
翌
月
に
督

促
状
を
発
送
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
際
は
、
本
税
と
は
別
に
督
促
手
数

料
と
し
て
２
０
０
円
を
加
算
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
延
滞
金
も
徴
収
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
が
困
難
な
時
な
ど
は
、

分
割
納
付
等
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、

相
談
を
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
未
納

の
ま
ま
放
置
し
な
い
で
お
早
く
納
付
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
税
務
課
（
�
６４
・
１
３

１
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
２
階
市
民
ホ
ー
ル
で

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

期
間
＝
１１
月
１１
日
�
〜
１５
日
�

場
所
＝
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�
６４
・
１
３

１
７
）

上
水
道
指
定
工
事
店

水
道
部
は
、
上
水
道
指
定
工

事
店
を
追
加
し
ま
し
た
。

上
水
道
指
定
工
事
店
＝
▼
ク

シ
マ
設
備
工
業
�
…
大
阪
府
堺

市
北
花
田
町
三
丁
３３
・
２１
（
�

０
７
２
・
２
５
５
・
１
６
２

２
）問

合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

社 
協 

よ 
り 

だ 

痴
呆
性
老
人
の

介
護
者
交
流
会

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
痴
呆

性
老
人
介
護
者
交
流
会
を
開
き

ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
お
風
呂

の
く
ふ
う
」
で
す
。
同
じ
立
場

の
人
同
士
で
悩
み
を
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
介
護
者
の
た
め
の

健
康
相
談
も
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２５
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

２０
日
、
保
健
所
で

こ
う
原
病
の
講
演
会

田
辺
保
健
所
は
、
こ
う
原
病

の
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２０
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
保
健
所

テ
ー
マ
＝
膠
原
病
の
薬
の
話

と
生
活
の
注
意

講
師
＝
国
立
療
養
所
宇
多
野

病
院
の
柳
田
秀
寿
医
師

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の

ド
ナ
ー
登
録
説
明
会

府
と
�
骨
髄
移
植
推
進
財
団

は
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー

登
録
説
明
会
と
登
録
受
付
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
１７
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

ド
ナ
ー
登
録
予
約
先
＝
�
骨

髄
移
植
推
進
財
団
（
�
０
１
２

０
・
４
４
５
・
４
４
５
）

ド
ナ
ー
登
録
は
、
２０
〜
５０
歳

ま
で
の
健
康
な
人
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

し
め
き
り
＝
１１
月
１５
日
�

問
合
せ
先
＝
田
辺
保
健
所

（
�
６３
・
５
７
４
５
）

し
め
き
り
＝
１１
月
１５
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
保

健
所
（
�
６３
・
６
０
４
５
）

１１
月
１２
日
�
〜
２５
日
�
、
全

国
一
斉
に
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
の
問
題
に
関
す
る
取
り

組
み
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
女
性
の
人
権
を
尊
重
す
る

た
め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
女
性

に
対
す
る
暴
力
で
あ
り
、
決
し

て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

被
害
を
受
け
た
ら
一
人
で
悩

ま
ず
信
頼
で
き
る
人
や
機
関
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
＝
無
料

介
護
で
参
加
が
困
難
な
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２

２
）
▼
健
康
推
進
課
（
�
６４
・

１
３
３
５
）
▼
田
辺
保
健
所

（
�
６３
・
５
７
４
５
）

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を 

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を 

お
忘
れ
な
く
納
付
を

市・府民税
第 ３ 期 分

納
付
が
困
難
な
時
は
相
談

社
協
と
市
が
合
同
で 

２１
日
に
心
配
・
悩
み
ご
と
相
談

健
康
診
断
行
い
ま
す

来
春
小
学
校
入
学
児
を
対
象
に

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

＜ 3 ＞ 平成14年（2002年）11月1日

市
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例

を
今
年
３
月
に
制
定
し
、
平
成

１５
年
１
月
１
日
の
施
行
を
め
ざ

し
て
現
在
各
種
の
準
備
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

条
例
の
施
行
を
間
近
に
控

え
、「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」

で
は
今
月
号
か
ら
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
こ
の
条
例
の
趣
旨
や
内
容

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

条
例
制
定
の
趣
旨
と
背
景

現
代
社
会
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
通
信
技
術
の
発
達
に

よ
っ
て
情
報
化
の
激
し
い
波
の

た
だ
中
に
あ
り
ま
す
。
と
り
わ

け
個
人
に
関
す
る
情
報
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
民
間
の
事

業
活
動
と
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の

激
し
い
波
の
中
を
行
き
交
い
、

流
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
て
お
り
、
高
度
に
情
報
化
が

進
む
社
会
で
は
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
個
人
情
報
の
有
効

活
用
は
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
自
分
の
情

報
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
流
通

し
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
す

る
不
安
や
漏
え
い
に
よ
っ
て
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
不
利
益

を
被
っ
た
り
す
る
こ
と
へ
の
恐

れ
は
、
現
実
に
各
種
の
事
件
の

増
加
と
と
も
に
増
え
て
い
ま

す
。

そ
の
た
め
、
個
人
情
報
の
適

正
な
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
の
確

立
と
合
わ
せ
て
、
自
分
の
情
報

の
あ
り
か
を
知
り
、
そ
の
中
身

を
知
り
、
間
違
っ
た
利
用
や
不

正
な
利
用
が
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
権
利
が
必
要
と
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
個
人
情
報
保
護
制

度
の
制
定
が
求
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

市
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
知

る
権
利
を
保
障
し
、
市
政
へ
の

市
民
参
加
を
進
め
る
た
め
、
平

成
１０
年
に
情
報
公
開
条
例
を
施

行
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、

公
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
非

公
開
と
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
情
報
公
開
制
度
に
お

い
て
は
、
公
文
書
の
公
開
に
あ

た
っ
て
、
公
文
書
そ
の
も
の
を

公
開
す
る
か
ど
う
か
の
基
準
を

統
一
す
る
た
め
に
、
そ
の
公
文

市
は
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
福
祉
の
ま
ち
モ

デ
ル
地
区
整
備
促
進
事
業
で

モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た

区
域
内
の
不
特
定
か
つ
多
数

の
人
々
が
利
用
す
る
民
間
施

設
を
改
善
・
改
修
す
る
場

合
、
そ
の
工
事
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。

同
モ
デ
ル
地
区
は
、
新
田

辺
駅
周
辺
と
平
成
１４
年
３
月

に
指
定
し
た
Ｊ
Ｒ
松
井
山
手

駅
周
辺
の
２
か
所
。
市
は
、

モ
デ
ル
地
区
内
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
よ
り
、
障
害
者
や

高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

ソ
フ
ト
面
に
も
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
、
こ
こ
ろ
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設
＝
京
田

辺
市
福
祉
の
ま
ち
モ
デ
ル
地

区
に
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の

不
特
定
か
つ
多
数
の
人
々
が

利
用
す
る
民
間
施
設

補
助
対
象
と
な
る
工
事
＝

▼
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
が

施
設
を
利
用
す
る
際
に
、
安

全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
改
善
す
る
場
合
▼
介

護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
施
設
を
介
護
し
や
す
い

構
造
に
改
善
す
る
場
合
▼
障

害
者
・
高
齢
者
な
ど
が
施
設

を
利
用
す
る
際
に
予
想
さ
れ

る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

改
善
す
る
場
合

補
助
対
象
額
＝
対
象
経
費

の
３
分
の
１
で
限
度
額
は
３０

万
円問

合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）

書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
が

本
人
の
も
の
か
第
三
者
の
も
の

か
に
か
か
わ
ら
ず
同
様
に
扱
う

こ
と
に
な
る
た
め
、
本
人
か
ら

自
己
に
関
す
る
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
た
公
文
書
の
公
開
の
請

求
が
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て

非
公
開
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
情
報
化
の
進

展
が
著
し
い
現
代
に
お
い
て
、

自
ら
の
個
人
情
報
を
積
極
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る

権
利
の
保
障
な
ど
が
必
要
に

シリーズ１

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
た
場

合
、
現
状
の
情
報
公
開
制
度
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
早
急
に
情

報
公
開
制
度
と
一
体
と
な
っ
た

個
人
情
報
保
護
制
度
が
必
要
で

し
た
。
以
上
の
よ
う
な
背
景
か

ら
、
個
人
情
報
保
護
条
例
が
制

定
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

次
月
号
か
ら
は
、
条
例
に
規

定
さ
れ
て
い
る
主
な
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
総
務
課
（
�

６４
・
１
３
２
６
）

市
は
、
来
年
度
の
市
内
保

育
所
（
園
）
の
入
所
希
望
者
を

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
用
紙
受
付
日
時
・
場

所
・
入
所
対
象
＝
下
表
の
と
お

り
入
所
資
格
＝
保
護
者
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
さ
ら

に
同
居
の
親
族
（
６５
歳
未
満
）

な
ど
も
保
育
が
で
き
な
い
市
内

に
在
住
す
る
乳
幼
児

▼
居
宅
外
で
労
働
し
て
い

る
▼
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕

事
に
従
事
し
て
い
る
▼
出
産
の

前
後
▼
病
気
や
負
傷
ま
た
は
心

身
に
障
害
が
あ
る
▼
長
期
に
わ

た
り
、
病
人
や
心
身
障
害
者
の

看
病
を
し
て
い
る
▼
死
亡
・
行

方
不
明
・
拘
禁
な
ど
の
理
由
で

保
護
者
の
い
な
い
家
庭

入
所
申
込
用
紙
の
交
付
期

間
・
場
所
＝
１１
月
１１
日
�
〜
１６

日
	
・
入
所
を
希
望
す
る
保
育

所
（
園
）

初
め
て
入
所
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
必
ず
子
ど
も
同
伴
で

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

生
後
57
日
か

ら
満
2
歳
ま

で 

生
後
57
日
か
ら
満
5

歳
ま
で 

生
後
57
日
か
ら
満
5

歳
ま
で 

150

南山保育所 

河原保育所 

三山木保育所 

草内保育所 

大住保育園 

みみづく保育園 

松井ケ丘保育園 

三山木南山63

河原神谷69

三山木南垣内37

草内五反田22-1

大住下西野77

田辺西垣内36

大住虚空蔵谷4

90

90

通常
保育 

30

90

120

90

保育時間 

朝 夕  
延長保育 

電
話
番
号 

対
象
年
齢 

（
平
成
15
年
4
月

1
日
現
在
） 

定
員（
人
） 

公

立

 

私

立

所 在 地  

12月3日� 

12月6日� 

12月4日� 

12月5日� 

12月9日� 

12月11日� 

12月10日� 

申 込 用 紙  
受 付 日 時  

62-2681

62-0468

63-2649

63-2335

62-1054

62-2055

62-3641

（
土
曜
日
）午
前
８
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

（
月
〜
金
曜
日
）午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分 

（
土
曜
日
）
午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

（
月
〜
金
曜
日
）
午
後
４
時
３０
分
〜
７
時 

（
月
〜
土
曜
日
）
午
前
７
時
〜
８
時
３０
分 

■保育所（園）の申込受付日時 

保育所 
（園）名・ 
受付場所 

午
後
3
時
〜
6
時 

保育所（園）の入所受付 保育所（園）の入所受付 
申込用紙は11日から交付します

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

福　祉 

水　道 下水道 国　際 
交　流 

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

障
害
で
困
っ
て
い
る
方

お
気
軽
に
相
談
を

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
出
張
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
事

や
心
配
な
事
な
ど
を
、
当
事
者

の
立
場
で
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
同
様
の
障
害
を
持
っ
て
い
る

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
を
開
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
難
し
い
も
の
で

操
作
で
き
な
い
も
の
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
み
て
、
触

れ
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
楽
し
さ
を

実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１１
月
２７
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
障

害
者
と
そ
の
家
族
や
関
係
者

定
員
＝
先
着
４
人

見
学
は
自
由
に
で
き
ま
す
。

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
１１
月
２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
０

７
５
・
９
７
２
・
２
８
８
０
、

�
０
７
５
・
９
８
２
・
２
３
４

０
）

寄

付

寄

付

 

寄

付

人

事

 

表

彰

 

◎
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
竹
の
会

が
福
祉
の
た
め
に
３
万
円

下
水
道
指
定
工
事
店

市
は
、
次
の
と
お
り
排
水
設

備
指
定
工
事
事
業
所
を
追
加
し

ま
し
た
。

排
水
設
備
指
定
工
事
事
業

所
＝
▼
山
岡
建
設
�
…
木
津
町

木
津
南
垣
外
４０
・
１１
（
�
７２
・

４
１
７
０
）
▼
北
村
工
業
�
…

１５

年

度

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
補
助
金

経
費
の
１
｜３
、
３０
万
円
が
限
度

個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
に
当
た
っ
て

個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
に
当
た
っ
て 

個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
に
当
た
っ
て 

不
正
利
用
防
止
と
正
し
い
取
扱
ル
ー
ル
を
確
立

視
覚
障
害
者
対
象
に

交
通
安
全
教
室

府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田
辺

支
部
は
、
市
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
田
辺
警
察
署
交
通
巡
視
員

さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
を

開
き
ま
す
。
当
日
は
、
支
援
費

制
度
移
行
に
伴
う
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
に
関
す
る
学
習
会
も

お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２１
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど

講
師
＝
京
都
府
警
交
通
巡
視

員
・
府
視
覚
障
害
者
協
会
山
城

地
域
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
職
員

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
１１
月
１５
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
　
岡

井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

情
報
公
開
と
一
体
と
な
っ
た
制
度

相
談
員
）
が
お
聞
き
し
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２０
日
�
午
後
２

時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
障

害
者
と
そ
の
家
族
や
関
係
者

問
合
せ
先
＝
▼
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
０
７
５
・

９
７
２
・
２
８
８
０
、
�
０
７

５
・
９
８
２
・
２
３
４
０
）
▼

社
会
福
祉
課
（
�
６４
・
１
３
７

２
、
�
６３
・
５
７
７
７
）

右
京
区
嵯
峨
朝
日
町
２２
（
�
０

７
５
・
８
８
１
・
０
０
０
１
）

▼
�
南
州
工
業
…
宇
治
市
莵
道

出
口
１７
・
１５
（
�
２１
・
７
７
２

８
）
▼


末
_
設
備
工
業
…
城

陽
市
市
辺
西
川
原
９６
・
７
（
�

５５
・
０
５
６
４
）
▼
中
田
商
店

…
井
手
町
井
手
柏
原
２０
・
１

（
�
８２
・
２
６
０
５
）
▼



ジ
ー
エ
ム
工
業
…
宇
治
市
伊
勢

田
町
中
ノ
荒
６０
・
１３
（
�
４４
・

５
６
８
６
）

問
合
せ
先
＝
下
水
道
課
（
�

６４
・
１
３
５
３
）
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

市
は
、
新
成
人
の
記
念
に
「
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
「
２０
年
を
振
り
返
り
、
今
思
う
こ
と
」

な
ど
の
『
は
た
ち
の
言
葉
一
筆
啓
上
』
を
募
集
し
ま
す
。

優
秀
作
品
は
、
平
成
１５
年
１
月
１２
日
�
に
開
く
、
成

人
式
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、「
広

報
き
ょ
う
た
な
べ
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
昭
和
５７
年
４

月
２
日
〜
５８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

応
募
方
法
＝
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
１
９
０
字
以
内
と
し
ま

す
。
句
読
点
は
１
字
と
し
、
詩
・
文
な
ど

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
形
式
や
応
募
用
紙
は
自
由

と
し
ま
す
。

な
お
、
１１
月
中
旬
発
送
予
定
の
、
成
人

式
案
内
状
の
中
の
出
欠
返
信
用
は
が
き
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

し
め
き
り
＝
１２
月
１２
日
�
必
着

応
募
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課
（
〒
６
１
０
・
０

３
９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・
１
３
９
３
、
�
６３
・

４
７
８
１
）

222222222222222222222222222222222
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【一休さんウォーク】
日時＝11月9日	午前9時30

分スタート（受け付けは午前8
時30分から始めます）
集合場所＝田辺公園多目的

運動広場
コース・距離＝�初心者

コース・6��一般コース・12
��健脚コース・17㌔
参加料（1人）＝300円(当日

徴収）
中学生以下は無料です。

問合せ先＝一休さんウォー
ク実行委員会（健康推進課内、
�64・1335）
【歯のひろば】
日時＝11月10日�午前10時

～午後3時
場所＝コミュニティホール
内容＝�フッ素塗布�歯科

検診�歯磨き指導など
参加費＝無料
問合せ先＝健康推進課（�

64・1334）

プ
）ゲ

ス
ト
＝
ハ
ー
プ
奏
者
の
内

田
奈
織
さ
ん

く
わ
し
く
は
、
け
い
は
ん
な

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
」
実
行

委
員
会
　
太
田
（
�
６８
・
２
２

１
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

水
泳
レ
ッ
ス
ン

市
は
、
水
泳
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
を
開
き
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
、
正
し
い
基
礎
技

術
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
▼
１２
月
２
日
�
…
午

前
１１
時
〜
１１
時
２０
分
、
午
前
１１

時
２５
分
〜
１１
時
４５
分
、
午
前
１１

教
育
委
員
会
と
社
会
体
育
協

会
は
、
市
民
総
体
剣
道
の
部
を

開
き
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
１
日
�
午
前
９

時
か
ら

場
所
＝
桃
園
小
学
校

部
門
＝
▼
小
学
生
▼
中
学
生

▼
一
般
▼
居
合
道

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
小
学
生
以
上

の
経
験
者

参
加
費
＝
２
０
０
円

し
め
き
り
＝
１１
月
１９
日
�

申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
社
会
体
育
協
会

事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、

�
６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１

５
３
４
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
課

（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
）

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の
人

申
込
方
法
＝
田
辺
公
園
プ
ー

ル
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
同
プ
ー

ル
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
受
講
希
望
日
の

２
日
前
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
公

園
プ
ー
ル
（
�
６５
・
３
１
１
３
）

が
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
�
関
西

文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機
構

（
�
９５
・
５
１
０
５
、
�
９５
・

５
１
０
４
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kri.or.jp

）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
総
合
司
会
＝
元
奈
良
先
端
科

学
技
術
大
学
院
大
学
教
授
の
今

田
哲
さ
ん

講
演
・
講
師
＝
「
我
が
国
の

移
植
医
療
の
現
状
と
課
題
」
・

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
後

藤
正
治
さ
ん

報
告
・
報
告
者
＝
「
移
植
医

の
立
場
か
ら
」
・
京
都
大
学
医

学
部
附
属
病
院
長
の
田
中
絋
一

さ
ん体

験
談
・
語
り
手
＝
「
患
者

の
立
場
か
ら
」
・
第
１３
回
世
界

移
植
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
金
メ
ダ

「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

宇
宙
」
を
知
ろ
う

国
際
高
等
研
究
所
は
、
公
開

講
演
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
１６
日
	
▼
開
場

…
午
後
１
時
３０
分
▼
開
演
…
午

後
２
時
〜
４
時

場
所
＝
国
際
高
等
研
究
所

（
木
津
町
）

テ
ー
マ
＝
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
宇
宙
」

講
師
＝
大
阪
大
学
名
誉
教
授

の
長
島
順
清
さ
ん

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
普
通
救
命
講
習

会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２１
日
�
午
前
９

時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
署

定
員
＝
先
着
２０
人
（
グ
ル
ー

プ
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

費
用
＝
無
料

し
め
き
り
＝
１１
月
２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
消
防
署

（
�
６３
・
１
１
２
５
）

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標

語
は
「
消
す
心
　
置
い
て
く
だ

さ
い
　
火
の
そ
ば
に
」
で
す
。

期
間
中
、
消
防
本
部
は
防
火

指
導
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知
識

を
持
ち
、
そ
れ
を
実
践
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
予
防
課
（
�

６３
・
７
８
２
６
）

今
月
２３
・
２４
日
に

い
け
ば
な
協
会
展

文
化
協
会
に
所
属
す
る
い
け

ば
な
協
会
は
、「
い
け
ば
な
協

会
展
―
透
明
なDREAM

S

―
」

（
後
援
＝
教
育
委
員
会
・
文
化

協
会
）
を
開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
１１
月
２３
日
（
勤
労

感
謝
の
日
）
・
２４
日
�

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
５
時
。
た
だ
し
、
２４
日
�
は

午
後
４
時
３０
分
ま
で
で
す
。

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
く
わ
し
く
は
、
い
け
ば
な
協

会
　
西
阪
（
�
６３
・
１
７
８
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
５０
分
〜
１２
時
１０
分
▼
１２
月
８

日
�
…
午
前
１０
時
〜
１０
時
２０

分
、
午
前
１０
時
２５
分
〜
１０
時
４５

分
、
午
前
１０
時
５０
分
〜
１１
時
１０

分
▼
１２
月
１２
日
�
・
２０
日
�
…

午
後
２
時
〜
２
時
２０
分
、
午
後

２
時
２５
分
〜
２
時
４５
分
、
午
後

２
時
５０
分
〜
３
時
１０
分

定
員
＝
各
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ

先
着
１
人

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 下水道 

消　防 

国　際 
交　流 

せ
い
か
祭
り
・
木
の
津
ま
つ
り
に
参
加
し
よ
う

精
華
町

の
き
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内
容
＝
▼
産
業
の
祭

り
…
商
工
会
廉
売
コ
ー

ナ
ー
・
Ｊ
Ａ
コ
ー

ナ
ー
・
米
消
費
拡
大

コ
ー
ナ
ー
・
各
種
団
体

な
ど
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
・
農
産

物
品
評
会
・

フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
こ

ど
も
の
広

場
・
特
設
ス

テ
ー
ジ
な
ど

▼
文
化
の
祭

り
…
文
芸
作

品
な
ど
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
・
小
学
生
の
絵

画
作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
・
み
ん
な
の
ス

テ
ー
ジ
な
ど

問
合
せ
先
＝
せ
い

か
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
精
華
町
企

画
調
整
課
内
、
�
９５
・
１
９
０

０
）

祭
・
９
、
１０

日
▼
健
康
ま

つ
り
・
１０
日

問

合

せ

先
＝
木
津
町

学
研
企
画
課

（
�
７２
・
０
５

０
１
）

駐
車
場
に

は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
無

料
巡
回
バ
ス

を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

積
極
的
に
参
加
を

毎
年
、
全
国
で
約
６
万
件
の

火
災
が
発
生
し
、
お
よ
そ
２
千

人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

は
、
暖
房
器
具
や
焚
き
火
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
所
で
火
気
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
消
防
庁
は
、
こ
の
よ

う
な
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
火
災
発
生
を
防
止
し
死
傷

事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
、「
秋
の
火
災
予

防
運
動
」
を
１１
月
９
日
	
か
ら

１５
日
�
ま
で
行
い
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
１６
日
	
・
１７
日

�
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
（
雨

天
決
行
）

場
所
＝
精
華
町
役
場
・
む
く

木
津
町
は
木
の
津
ま
つ
り
を

１１
月
９
日
	
・
１０
日
�
に
開
き

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

同
志
社
大
学
の
郡
嶌
ゼ
ミ

と
市
ご
み
減
量
化
推
進
委
員

会
は
、
１１
月
１７
日

�

に
開
か
れ
る

「
産
業
祭
２
０
０

２
」
で
、
ご
み
を

減
ら
す
た
め
の
活

動
の
一
つ
と
し
て

「
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ

ア
」
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し

て
、
不
用
と
な
っ

た
物
を
繰
り
返
し

大
切
に
使
う
活
動

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１１
月
１７
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
市
役
所
前

内
容
＝
家
庭
で

使
わ
れ
な
く
な
っ

た
家
具
や
電
化
製

品
、
そ
の
他
雑
貨

な
ど
の
販
売
や
使

用
済
み
牛
乳
パ
ッ

ク
５
枚
で
テ
ィ
ッ

シ
ュ
１
箱
と
交
換

な
どく

わ
し
く
は
、

環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園

（
�
６２
・
４
３
２
８
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産業祭でリユースフェア 産業祭でリユースフェア 産業祭でリユースフェア 

９
日
に
メ
デ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

推
進
機
構
、
京
都
府
、
文
化
・

学
術
・
研
究
都
市
建
設
推
進
京

都
府
協
議
会
は
、「
け
い
は
ん

な
メ
デ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
〜
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
移
植
医

療
〜
」
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
＝
１１
月
９
日
	

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

（
精
華
町
）

入
場
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
職
業
・
会
社
ま
た

は
所
属
団
体
名
・
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
す
る

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
証
を

フ
ァ
ク
ス
で
送
付
し
ま
す
。

政
策
推
進
課
に
備
え
付
け
の

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
チ
ラ
シ

（
申
込
用
紙
）
で
も
申
し
込
み

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集
い

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

「
け
い
は
ん
な
女
声
コ
ー
ラ

ス
の
集
い
」
実
行
委
員
会
は
、

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
’０２
（
後

援
＝
京
田
辺
市
・
精
華
町
・
木

津
町
な
ど
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
１７
日
�
午
後
１

時
か
ら

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

（
精
華
町
）

出
演
＝
▼
コ
ー
ル
・
ハ
レ
ル

ヤ
（
京
田
辺
市
）
▼
大
住
・
森

の
コ
ー
ラ
ス
（
同
）
ほ
か
１６
団

体
と
る
る
♪
け
い
は
ん
な
（
同

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
グ
ル
ー

リ
ス
ト
の
乾
麻
理
子
さ
ん

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
】時

間
＝
午
後
３
時
２０
分
〜
５

時

入
場
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
は
が
き
・
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス

番
号
・
参
加
希
望
人
数
を
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
場
整
理
券
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
直
接
ご
来
場
く
だ
さ

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
木
津
町
中
央
体

育
館
・
い
ず
み
ホ
ー
ル

内
容
・
開
催
日
＝
▼

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
（
百

獣
戦
隊
ガ
オ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・

お
ジ
ャ
魔
女
ど
れ
み
ド
ッ
カ

〜
ン
！
）
・
９
、
１０
日
▼
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
（
ド

ク
タ
ー
ニ
ャ
ー
ト
ン
）
・
１０

日
▼
産
業
祭
・
９
、
１０
日
▼

環
境
ま
つ
り
・
９
日
▼
文
化

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
み
な
さ
ん

（
昨
年
の
せ
い
か
祭
り
）

い
。申

込
・
問
合
せ
先
＝
国
際
高

等
研
究
所
「
長
島
講
演
会
」
係

（
〒
６
１
９
・
０
２
２
５
木
津

町
木
津
川
台
９
・
３
、
�
７３
・

４
０
０
１
、
�
７３
・
４
０
０
５
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

lec5@
iias.or.jp

）

消防本部 

国保病院

国保病院

 
保健センター

保健センター

 
国保病院 
保健センター 

水道事務所

水道事務所

 水道事務所 

近
鉄
京
都
線 

J
R

J
R

学
研
都
市
線

学
研
都
市
線

 

J
R
学
研
都
市
線 国

道
２４
号 

木
　
津
　
川 

華工房 

開橋

開橋

 開橋 府
道
八
幡
木
津
線

府
道
八
幡
木
津
線

新
祝
園
　 

祝
　
園 

精華町役場 精華町役場 

むくのき 
センター 

京
奈
和
自
動
車

精華町役場・むくのきセンター位置図

木
津
町

不用品の再利用を

市
民
総
体
剣
道
の
部

移
植
医
療
は
、
今

移
植
医
療
は
、
今 

移
植
医
療
は
、
今 ま

ち
情
報

ま
ち
情
報 

ま
ち
情
報

ま
ち
情
報 

ま
ち
情
報 

け
い
は
ん
な

け
い
は
ん
な 

け
い
は
ん
な 

ガオレンジャーによるキャラクターショー
（�2001テレビ朝日・東映）

鹿
川 

山
松
川

山
松
川 

山
松
川 

国
道
24
号 

山
田
川 

高
の
原 

国道163号 

相楽 
小学校 

府総合 
庁舎 

JR片町線 

木津町 
役場 

中央体育館 中央体育館 

JR
関
西
本
線 

近
鉄
京
都
線 

西木津 

木
津 

JRJR
奈
良
線

奈
良
線 

JR
奈
良
線 

いずみホール いずみホール 

木津町中央体育館・いずみホール位置図

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
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ゆ
ず
り
ま
す

①
ベ
ビ
ー
バ
ス
・
赤
ち
ゃ
ん

を
入
れ
る
カ
ゴ
②
ス
イ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
（
金
魚
運
動
が
で
き
る

機
械
）
２
台
（
有
料
と
無
料
）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
レ
コ
ー
ド
（
洋
楽
）

受
付
開
始
日
時
＝
１１
月
５
日

�
午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

市
と
教
育
委
員
会
は
、「
人

権
を
考
え
る
集
い
」
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
１２
月
１
日
�
午
後
１

時
２０
分
〜
３
時
１０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
人

内
容
＝
講
演
会

テ
ー
マ
＝
「
人
権
を
侵
害
し

な
い
た
め
に
」
―
情
報
の
正
し

い
選
び
方
―

講
師
＝
読
売
テ
レ
ビ
解
説
委

ノ
ー
マ
ル
お
く
さ
ん

人
権
を
考
え
る
集
い

人
権
を
考
え
る
集
い 
人
権
を
考
え
る
集
い 

員
の
辛
坊
治
郎
さ
ん

子
ど
も
の
保
育
や
手
話
通
訳

も
行
い
ま
す
。
な
お
、
手
話
通

訳
を
希
望
す
る
人
は
１１
月
２２
日

�
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。申

込
・
問
合
せ
先
＝
▼
同
和

対
策
室
（
�
６４
・
１
３
３
６
）

▼
広
報
広
聴
課
（
�
６４
・
１
３

２
０
）
▼
社
会
教
育
課
（
�

６４
・
１
３
９
３
）

白
バ
ラ
研
修
会
開
く

選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
は
、
地
域
女

性
白
バ
ラ
研
修
会
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
１１
月
３０
日
	
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

場
所
＝
興
戸
公
民
館

対
象
＝
興
戸
地
域
の
市
民

（
た
だ
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
は
女
性
有
権
者

の
み
で
す
）

内
容
＝
▼
講
演
会
▼
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

講
演
会
の
テ
ー
マ
＝
「
政
治

に
参
加
す
る
方
法
」

講
師
＝
京
都
新
聞
社
論
説
委

員
の
関
根
英
爾
さ
ん

定
員
・
参
加
費
＝
▼
講
演
会

…
先
着
４０
人
・
無
料
▼
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
…

先
着
３０
人
・
５
０
０
円

し
め
き
り
＝
１１
月
２５
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
、

�
６４
・
１
３
２
６
）

府
政
見
学
会

田
辺
地
方
振
興
局
は
、
府
政

見
学
会
を
開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
１２
月
１０
日
�

見
学
先
＝
▼
城
南
衛
生
管
理

組
合
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山

（
城
陽
市
）
▼
や
わ
た
流
れ
橋

交
流
プ
ラ
ザ
（
八
幡
市
）
▼

き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん

（
木
津
町
）
▼
積
水
ハ
ウ
ス
�

総
合
住
宅
研
究
所
（
同
）

対
象
者
＝
京
田
辺
・
八
幡
両

市
、
井
手
・
宇
治
田
原
両
町
に

在
住
す
る
人

定
員
＝
４５
人

応
募
多
数
の
時
は
抽
選
し
ま

す
。参

加
料
＝
無
料
。
た
だ
し
、

昼
食
代
や
「
き
っ
づ
光
科
学
館

ふ
ぉ
と
ん
」
の
入
場
料
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
連
絡
先
電
話
番
号

を
、
返
信
用
の
表
に
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

し
め
き
り
＝
１１
月
１８
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
地

方
振
興
局
府
政
見
学
係
（
〒
６

１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
明
田
１
、
�
６２
・
０
１
７
３
）

ズ
ー
ム
イ
ン
の
辛
坊
さ
ん
講
師
に

1月12日 ¶午後1時から　中央体育館で

平
成
１５
年

健康・体力づくりを 健康・体力づくりを 
一休さんウォークや歯のひろば

はたちの言葉一筆啓上

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

京
都
府
市
民
法
律
教
室

京
都
弁
護
士
会
は
、「
高
齢

者
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
京
都
府

市
民
法
律
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
１６
日
	
午
後
１

時
か
ら

場
所
＝
木
津
町
中
央
公
民
館

対
象
＝
京
都
府
内
に
在
住
す

る
人入

場
料
＝
無
料

内
容
＝
▼
講
演
会
▼
無
料
法

律
相
談
（
先
着
３０
人
）

講
師
＝
京
都
弁
護
士
会
所
属

弁
護
士
の
加
古
尊
温
さ
ん

問
合
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

（
�
６４
・
１
３
２
０
）

成人式を開きます 成人式を開きます 成人式を開きます 

成人式を開きます 

新
成
人
対
象
に

市
は
、
新
成
人
を
招
き
、

成
人
式
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
平
成
１５
年
１
月
１２

日
�
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
昭
和
５７
年
４
月
２

日
〜
５８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
で
、
原
則
と
し
て
本

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

人
参
加
方
法
＝
▼
１１
月
１
日

現
在
で
本
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
…
案
内
状
は
１１

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
▼
市

内
に
在
住
す
る
人
で
住
民
登

録
を
し
て
い
な
い
人
や
就

職
・
大
学
な
ど
の
関
係
で
市

外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

人
（
た
だ
し
、
家
族
が
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ

と
）
…
は
が
き
に
成
人
者
氏

名
・
生
年
月
日
・
現
住
所
・

家
族
の
住
所
・
世
帯
主
名
・

電
話
番
号
を
書
い
て
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
▼
社
会
教
育
課
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人
で
案
内
状
が
届
か
な

い
人
は
、
社
会
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容
（
予
定
）
＝
▼
第
１

部
…
成
人
式
式
典
（
は
た
ち

の
言
葉
一
筆
啓
上
の
表
彰
ほ

か
）
▼
第
２
部
…
成
人
の
つ

ど
い
（
イ
ベ
ン
ト
、
恩
師
・

来
賓
・
新
成
人
と
の
歓
談
ほ

か
）成

人
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
は
、
同
つ
ど
い
の
内
容
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
、
平
服
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
９
３
）

友人と一緒に写真に収まるみなさん（今年の
成人のつどい）
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職員給与の概要　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　  （平成14年4月1日現在） 
給 料  職種および職務内容に応じた給料表に定める額 

調整手当 給料、扶養手当の合計額の6㌫（国は最高12㌫） （職員1人当たり平均支給月額21,200円） 

扶養手当 配偶者16,000円、その他の扶養親族2人まで6,000円、3人目以降各3,000円など 

住居手当 家賃の額に応じ2,000円～30,000円（国は非支給～27,000円）、自己所有住宅3,000円 

通勤手当 交通機関利用者は運賃相当額、交通用具使用者は通勤距離に応じた定額（最高6,300円） 

退職手当 勤続期間に応じて支給。最高は給料の60月（定年・勧奨退職の場合62.7月）分まで 

民間事業所のボーナスに相当する手当で、年間4.70月分を3回に
分けて支給 

期 末 ・  
勤勉手当 

管理職手当 そ の 他  

時 間 外  
勤務手当 

特
殊
勤
務
手
当 

そ の 他  夜間勤務手当、宿日直手当 

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務に従事したときに支
給される手当 
※全職員の54.7㌫に当たる職員に、1人当たり月平均17,000円支
給されています。全体で13種類あり、代表的な手当は次のとお
りです。 
・支給額の多い手当（多い順） 
塵芥収集焼却およびし尿処理作業従事職員特殊勤務手当、消防業
務従事職員特殊勤務手当、工事現場監督等従事職員特殊勤務手当 
・支給職員の多い手当（多い順） 
消防業務従事職員特殊勤務手当、塵芥収集焼却及びし尿処理作
業従事職員特殊勤務手当、保育所従事職員特殊勤務手当 

（職員1人当たり平均支給月額68,500円） 

 

給
　
　
　
与 

毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の 

臨
時
に
支
給 

さ
れ
る
も
の 

勤
務
し
た
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の 

 

職員経験年数別・学歴別平均給料月額　　　　（平成14年4月1日現在）

区分 

一 般  

行 政 職  

大学卒 

高校卒 

経験年数10年 
平均給料月額 

28万8,200円 

24万2,000円 

経験年数15年 
平均給料月額 

33万1,200円 

29万7,000円 

経験年数20年 
平均給料月額 

38万6,600円 

33万8,900円 

※おおむね、大学卒は22歳、高校卒は18歳です 
※経験年数とは、単なる勤務年数ではなく、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいいますが、それ以外の場合は一定の率を乗じた前歴期間を加えた年数をいいます 

職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　（平成14年4月1日現在）

区分 

京田辺市 （参考）京都府 

初 任 給  初 任 給  初 任 給  採用2年経過日 
給 料 月 額  

採用2年経過日
給 料 月 額  

採用2年経過日
給 料 月 額

18万1,400円 

15万1,800円 

19万6,300円 

16万3,800円 

18万1,400円 

14万6,500円 

19万5,000円 

15万7,700円 

17万4,400円 

14万1,900円 

18万8,900円 

15万1,800円 

（参考）国 

一
般
行
政
職 

大
学
卒 

高
校
卒 

一般行政職の級別職員数         （平成14年4月1日現在） 

区分 

職員数 

構成比 

1級 

主事補・主事

技師補・技師 

3級 

主 任  

4級 

係 長  

主 査  

5級 

課長補佐

係 長  

6級 

室 長  

所 長  

7級 

課 長  

8級 

部 長  

100%

273人 

合
　
　
計 

2級 

標準的な

職 

10人 16人 40人 38人 105人 13人 34人 17人 

3.7% 5.7% 14.6% 13.9% 38.5% 4.8% 12.4% 6.2%

56,869人 
235億 
2,617万
6千円 

2億 
2,765万
3千円 

22.7% 24.0%

歳出額 
（A） 

人件費 
（B） 

人件比率 
（B/A） 

平成12年度の 
人件費率 
（参考） 

実質収支 

人件費の状況 

給料 

職員給与費の状況（一般会計当初予算） 

住民基本 
台帳人口
（14.3.31現在） 

53億 
3,187万
3千円 

区
分 

13
年
度 

区
分 

14
年
度 

職員数 
（A） 

580人 

給 与 費  

職員手当 
期 末 ・  
勤勉手当 

1人あたりの 
給 与 費  
（B/A） 

23億 
7,169万

円 

10億 
8,654万
4千円 

41億 
9,415万
7千円 

7億 
3,592万 
3千円 

723万 
1千円 

計（B） 

特別職の報酬などの状況 
　　　           （平成14年4月1日現在） 

  6月分　2.05月分 
12月分　2.10月分 
  3月分　0.55月分 
    計　　4.70月分 

  6月分　1.45月分 
12月分　1.55月分 
  3月分　0.55月分 
    計　　3.55月分 

期　末　手　当 
市　長 
助　役 
収入役 

水道事業管理者 

議　長 
副議長 
議　員 

区　　　　分 

市　　　長 

副　議　長 
議員（委員長） 

収入役・水道事業管理者 

助　　　役 

議　　　長 

給
　
料 69万円 

40万5千円 

50万円 

75万円 

月　　額 

90万5千円 

報
　
酬 

議　　　員 37万5千円 

38万円 

35万7,700円 41歳6月 給
料 

全　　学　　歴 

一般行政職の平均給料月額 
と平均年齢（平成14年4月1日現在） 

※一般行政職には、消防・税務・幼稚園などは含みません 

年
齢 

33万7,200円 39歳2月 給
料 

大　　学　　卒 
年
齢 

41万8,000円 48歳5月 給
料 

高　　校　　卒 
年
齢 

高齢者の交通死亡事故多発！！ 

事故防止のための3つのポイント 

本年9月末現在、京都府内で103人の方が交通事故で亡 
くなっておられます。その内41人は、65歳以上の高齢者 
で、全体の約40％を占めています。高齢者の交通死亡事 
故の多くは、道路横断中に発生しています。特に横断時 
は気をつけましょう。 

● 安全施設のあるところから渡る 
道を渡るとき近くに横断歩道や信号が 
あれば、必ずそこから渡りましょう。 

● 車の動きをよく見る 
自宅付近での事故が目立ちます。 
通り慣れた道でも油断せず、車の動きをよく見ましょう。 

● 夜間は目立つ工夫をする 
日暮れの早くなる時期、暗くなってからの外出は 
反射材などを活用し、目立つ工夫をしましょう。 

田辺警察署 
ı@ 63-0110

「
愉
快
な
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

「
愉
快
な
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」 

「
愉
快
な
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

「
愉
快
な
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」 

「
愉
快
な
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」 

生
涯
学
習
推
進
本
部
は
、

「
愉
快
な
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
」（
人
は
こ
ん
な
に
も
仲
良

し
に
な
れ
る
）
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
会
を
開
き
ま
す
。

従
来
の
治
療
を
目
的
と
し
た

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
な
く
、

集
団
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
初

め
か
ら
健
康
な
心
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
創
造
的
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
演
会
で
す
。

日
時
＝
１１
月
２９
日
�
午
後
７

時
３０
分
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
〜
健
康
な
心
の
人
間

を
育
て
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
な

が
ら
〜
「
愉
快
な
健
康
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
」
の
講
義
と
実
習

講
師
＝
人
間
関
係
研
究
所
所

長
・
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
深
井
芳
雄
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
１１
月
２２
日
�

保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
参

加
申
し
込
み
の
時
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
生
涯
学

習
推
進
本
部
（
社
会
教
育
課
内
、

�
６４
・
１
３
９
３
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

適
切
な
体
力
づ
く
り

田
辺
中
央
体
育
館
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
健
康
体
力

相
談
を
開
き
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て

あ
な
た
の
体
力
を
総
合
的
に
測

定
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

目
的
に
あ
わ
せ
た
効
果
的
な
運

動
方
法
を
提
供
し
ま
す
。

開
催
日
＝
１１
月
９
･
１６
・

２３
・
３０
日
	
・
１１
･
１８
日
�

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
承
認
証
を
お
持
ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の
割

合
利
用
料
＝
１
回
５
０
０
円

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用

料
は
別
途
必
要
で
す
）

申
込
方
法
＝
希
望
す
る
日
の

前
日
ま
で
に
、
田
辺
中
央
体
育

館
へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

２９
日
に
生
涯
学
習
講
演
会

市は、市民のみなさんに広く職員の給与などの状況を知ってもらう
ために、10月31日にその実態を公表しました。今号では「給与の状況
について」を、次号では「職員定員の状況について」をお知らせしま

す。
職員の給与は毎月支給される給料と扶養・調整手当、期末・勤勉手

当などから成り立っています。これらは、地方公務員法の給与の決定
基準に基づき、生計費や国・他の地方公共団体の職員、民間企業で働
く人などの給与などを考え合わせ、議会の議決を経て、条例で定めら
れています。また、市長や議会議員などの特別職の給与や報酬は、学
識経験者や市内の各分野の代表者で構成する「特別職報酬等審議会」
の意見を聴き、議会の議決を経て、条例で定めています。
くわしくは、職員課（�64・1324）へお問い合わせください。

職員給与を公表します 職員給与を公表します 
市議会の議決を経て条例で定める

そ
の
１

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
開
き
ま
す

日
時
＝
１２
月
１
日
�
午
前
１０

時
〜
正
午
と
午
後
２
時
〜
４
時

の
２
回

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の
人

定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講

習
会
希
望
」
と
受
講
希
望
日

時
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号(

勤
務
先
・
学
校
名
な

ど)

を
、
返
信
用
の
表
に
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
田
辺
中
央

体
育
館
に
送
付
。
ま
た
は
、
住

所
・
氏
名
を
書
い
た
は
が
き
を

同
体
育
館
に
直
接
持
参
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
＝
１１
月
１０
日
�
〜

２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、

�
６２
・
１
５
０
１
）

市府民税‥‥第3期 

●お忘れなく納付ください 

〈今月の市税など〉 

お申し込みは 

金融機関（郵便局含む）にて 

税務課（�64-1318） 

便利な 

市 納 
の は 

付 税 

国民健康保険税‥‥第6期 
国保年金課（�63-1122） 

広 報 　 き ょ う た な べ平成14年（2002年）11月1日＜ 7 ＞

心配ごと 
相談 

田辺地方 
振興局 
�62-0173

田辺 
児童館 
�63-1081

普賢寺 
児童館 
�65-0153

児童 
福祉課 
�64-1377

地域子育て 
支援センター 
�62-0468

府民無料 
法律相談 

市民無料 
法律相談 

高齢者・障害者など対象
に福祉サービスの契約な
ど生活支援について 

60歳以上の人を対象 

市民（乳幼児を除く）
を対象 

在宅介護に関する各種
相談・アドバイス 

家でできる訓練の方法
や、内容について 
（来所も可） 

妊婦・乳幼児の相談、 
乳幼児の身体計測など 

弁護士による相談 
�11月15日�12月2日から電話
予約受付（土・日・祝日を除く） 

成人を対象 
電話予約受付 

弁護士による相談 
11月15日電話予約受付 

地域福祉 
権利擁護 
相談 

南部 
法律相談
センター 

11月20日� 
13：30～15：00 
三山木福祉会館 

11月21日� 
13：30～15：00 
大住ケ丘第一公民館 

11月21日� 
10：00～12：00 

老人福祉センター常磐苑 

11月12日� 
9：00～11：00 

保健センター（�63-2662） 

11月7日�・12月5日� 
9：00～11：00 
保健センター 

心配ごと 
出張相談 

毎週月曜日 
9：00～11：00 
保健センター 

11月18日� 
13：30～16：30 
田辺地方振興局 

�12月4日��12月18日� 
13：30～16：30 
市役所会議室 

老人健康 
相談 

毎週月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～15：00 

田辺児童館 

毎週月曜日 
9：00～12：00・13：00～16：30 

普賢寺児童館 

毎週月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：30 

児童福祉課 

電話相談　毎週月～金曜日 
来所相談　毎週月曜日 
9：00～16：00

発達相談 

育児相談 

家庭児童 
相談室 

すくすく 
子育て 
相談 

健康相談 

リハビリ 
電話相談 

問合せ先 

京都 
弁護士会 
�075-231-2378

在宅介護 
支援相談 

11月11日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

登記・相続・離婚問題
など（予約制） 

司法書士 
法律相談 

11月5日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

相続税、贈与税などの
税金に関する問題全般
（予約制） 

税務相談 
11月15日� 

13：30～16：00 
社会福祉センター 

法律問題全般 
（予約制） 

弁護士に
よる無料 
法律相談 

11月25日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

11月20日� 
13：30～16：00 
松井ケ丘公民館 

11月29日� 
13：30～16：00 

老人福祉センター常磐苑 

毎週木曜日 
13：00～17：00 

CIKビル（近鉄新田辺駅西） 

11月5日�・15日�・25日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

相談内容 
なやみごと 
（人権・行政） 
相談 

相談名 

妊婦 
乳幼児 
相談 

成人健康 
相談 

相談名 

日時・場所 

相談内容 日時・場所 

問合せ先 

人権擁護委員・行政相
談委員による相談 

11月13日�市役所会議室 
27日�北部住民センター 
13：30～16：00 広報 

広聴課 
�62-4343

健康 
推進課 
�64-1334 
�64-1335

高齢 
福祉課 
�64-1373

ふれあい 
相談室 

土曜日 
なんでも 
相談 

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制） 

一人で悩まずどんなこ
とでもご相談を 
電話・FAX・来所可 

毎週月～金曜日 
9：00～16：00 
社会福祉センター 

11月16日� 
10：00～12：00 
社会福祉センター 

生活 
なんでも 
相談 

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について） 

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円） 

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制） 

教育相談 
学校 
教育課 
�63-4488

社会福祉 
協議会 
�62-5447 
�65-4962

子どものことについ
て、気にかかることな
ど 

※相談日が祝日のときは、相談開催日を変更する場合が 
　ありますので各担当へお問い合わせください。 くらしの中で購入する

物やサービスについて
の相談 

毎週水・金曜日 
13：30～16：00 
市役所3階306会議室 

消費生活 
相談 

産業 
振興課 
�64-1360

13：00～（26日は9：00～） 

●5・26日�　松井ケ丘小学校 
●11日�　田辺小学校 
●12日�　大住小学校 
●14日�　三山木小学校 
●19日�　桃園小学校 
●21日�　中央公民館 
●28日�　田辺東小学校 

日にち 

ツベルク
リン反応 

三種混合 

種別 対象 

受付時間＝13：30～14：30 
場所＝保健センター　　　 
問合せ先＝健康推進課（�64-1334） 

予防接種の日程 

毎週日曜日・祝日および振替休日 
受付時間＝8：30～14：30

休日応急診療所開設 

11月27日� 14年6月生まれおよび申込者 
※2日後の判定・ＢＣＧに来てください。 

12月2日� 
11月18日� 
11月5日� 

8月生まれおよび申込者 
7月生まれおよび申込者 
6月生まれおよび申込者 

生後6～18か月の乳幼児で 

11月1日� 
11月6日� 
11月14日� 
11月25日� 

4～6月生まれおよび申込者 
7～9月生まれおよび申込者 
10～12月生まれおよび申込者 
1～3月生まれおよび申込者 

ポリオ 

11月28日� 
愛の献血 

10：30～12：00　牧草コンサルタンツ 
13：30～15：30　普賢寺公民館 

判定・ 
ＢＣＧ 

11月29日� 11月27日にツ反を受けた人 のみ対象 

11月のギャラリー
�「トールペイント展」ペインティングアー

ト・ラブロス：森寿寿美＝5日�～10日��
「レザーアート藤井展」レザーアート藤井グ
ループ：藤井のり子＝12日�～17日��「アト
リエＧＥＮの太陽たち」：玉井源人＝19日�～
24日�。ただし、23日（勤労感謝の日）は除き
ます。�「人形展布Gｏｋｋｏ」：しみずち
か＝26日�～12月1日�。ただし、29日�は除
きます。

11月の映画会
今月は、ラヴ・ファンタジー特集です。
�2日…プラクティカル・マジック�9日…ス

プラッシュ�16日…フェノミナン�30日…シ
ザーハンズ
いずれも土曜日の午前10時30分から

おはなし会
�11月2日	…スヌークさん一家�9日	…さ

るかに�16日	…七人さきのおやじさま�20日
�…そらまめくんのベッド�30日	…旅人馬
（たびびとうま）
時間＝�水曜日…午後3時30分～4時�土曜日

…午後3時～3時30分

おはなし会
�11月2日	…ぞうのふろおけ�9日	…さる

とかに�16日	…命のろうそく�27日�…みん
なのかお�30日	…金のがちょう�12月7日	…
“テーブル人形劇”
時間＝�水曜日…午後3時30分～4時�土曜日

…午前11時～11時30分
話し手＝�2・9・16・30日・12月7日	…図書

館サークルのおはなしバスケット�27日�…図
書館職員

おはなし会
11月13日�午後3時30分～4時…さんびきのこ

ぶた
話し手＝図書館職員

話し手＝�2・9・16日	…図書館サークルの
いろりのかい�20日�…図書館職員�30日	…
図書館サークルの京田辺語り手の会

中学生から大人までのおはなし会
11月30日	午後2時～3時…七男太郎の嫁
話し手＝図書館サークルのいろりのかい

図書館サークルの『手づくり工房「風」』は、
「水のり万華鏡を作ろう」（後援＝教育委員会）
を開きます。
日時＝12月1日�午後1時

30分～3時
場所＝中央図書館
参加費＝無料
定員＝先着30人
持ち物＝�はさみ�カッターナイフ�鉛筆�

ものさし�両面テープ�セロテープ�サインペ

ン�ボンド�カッター台（あれば）�ビニール
テープ（同）

受付開始日＝11月13日�
申込先＝�中央図書館�

同館北部分室�同館中部分
室
幼稚園以下の人は、保護

者と一緒に参加してください。
問合せ先＝手づくり工房「風」土屋（�68・

2226）

体
育
館 

北 

京田辺 
市役所 

旧307号 

田辺西 
IC 国道307号 

府
道
八
幡
木
津
線 

至八幡市 

至
枚
方
市 

田辺 
中学校 

中央 
公民館 

消防署 

保健 
センター 

　
京
奈
和
自
動
車
道

P

駐車場 

　保健センターの駐車場が満車の時は、下記の駐車場を 
ご利用ください。 

保健センターをご利用のみなさんへ 

水のり万華鏡を作ろう 水のり万華鏡を作ろう 水のり万華鏡を作ろう 
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

中央図書館 

中央図書館北部分室 

中央図書館 

新しい本の紹介 

�65-2500、�65-1222

中央図書館中部分室 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室中央図書館中部分室 中央図書館中部分室 
中部住民センター内 
�64-8833、�64-8820

中央図書館 

中央図書館北部分室中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館北部分室 
北部住民センター内 
�63-0499、�63-7956

中央図書館中部分室 

12月1日 中央図書館で
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惜しくも入賞逃す 惜しくも入賞逃す 

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
大
住
隼
人
舞
」

「
山
本
の
百
味
と
湯
立
」「
朔
日

講
の
神
楽
」
が
あ
い
つ
い
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

１３
日
に
佐
牙
神
社
御
旅
所
で

催
さ
れ
た
の
は
、
山
本
の
百
味

と
湯
立
。
氏
子
が
野
山
か
ら
集

め
た
百
種
類
を
超
す
産
物
（
百

味
）
を
供
え
、
巫
女
が
氏
子
の

安
全
と
無
病
息
災
を
祈
り
、
煮

え
た
ぎ
っ
た
湯
を
神
笹
で
振
り

掛
け
る
（
湯
立
）
神
事
で
す
。

ま
た
、
朔
日
講
の
神
楽
が
、

１４
日
朝
に
白
山
神
社
で
行
わ
れ

１０
月
１５
日
、
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
連
合
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
常
磐
苑
に
米
国
ハ
ワ
イ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
一
行
を

迎
え
、「
日
米
親
善
友
好
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
当
日
は
近
隣
市
町
親
睦

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
兼
ね
て

開
か
れ
、
秋
晴
れ
の
下
、
約
１

２
０
人
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ラ
ー
た

ち
は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
昨
年
６
月
、
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る

「
ま
つ
り
イ
ン
ハ
ワ
イ
」
が
開

か
れ
た
際
、
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
た

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
の
メ
ン

バ
ー
が
、
地
元
チ
ー
ム
と
の
交

流
試
合
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
交
流
が
深
ま
り
、

今
回
の
来
日
が
実
現
し
た
も
の

で
す
。

訪
れ
た
の
は
、
日
系
移
民
の

２
・
３
世
な
ど
４
チ
ー
ム
２３

人
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
ハ
ワ

イ
で
も
２０
年
ほ
ど
前
か
ら
広
ま

り
今
で
は
お
年
寄
り
に
人
気
の

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
の
こ
と
。

試
合
は
日
本
チ
ー
ム
と
互
角

の
戦
い
と
な
り
、
緊
張
し
た
な

か
に
も
英
語
や
日
本
語
の
声
援

が
飛
び
交
う
な
ど
、
国
際
親
善

ム
ー
ド
満
点
の
な
か
で
各
選
手

は
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

訪
問
団
の
団
長
で
、
ハ
ワ
イ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
の

斎
藤
幸
雄
さ
ん
は
「
京
田
辺
は

と
っ
て
も
明
る
く
素
晴
ら
し
い

ま
ち
で
す
。
我
々
は
い
つ
も
日

本
の
こ
と
が
心
配
で
気
に
な
り

ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
交
流

が
続
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」

と
訪
問
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

８
月
に
行
わ
れ
た
府
消
防
操

法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
２８

年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
し
、

府
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
勝
ち
取
っ
た
消
防
団
。

１０
月
２４
日
に
横
浜
市
で
開
か
れ

た
全
国
大
会
（
主
催
＝
日
本
消

防
協
会
）
に
出
場
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

府
代
表
で
出
場
し
た
の
は
、

第
１
分
団
に
所
属
す
る
白
石
敏

幸
さ
ん
・
末
常

拡
司
さ
ん
・
上

杉
直
彦
さ
ん
・

川
西
啓
公
さ

ん
・
前
川
貴
利

さ
ん
で
す
。
選

手
た
ち
は
、
こ

の
大
会
へ
向
け

１
週
間
に
３
回

の
ペ
ー
ス
で
２

時
間
ず
つ
、
約

２
か
月
半
に
わ

た
っ
て
練
習
を

行
っ
て
き
ま
し

た
。同

大
会
小

型
ポ
ン
プ
の
部

に
出
場
し
た

チ
ー
ム
数
は

２３
。
い
ず
れ
も

各
都
府
県
の
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
強
豪
ば
か
り
で
す
。

大
会
当
日
は
、
朝
か
ら
雨
が

降
り
続
き
肌
寒
い
天
気
。
慣
れ

ま
し
た
。
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、

鈴
と
扇
子
を
手
に
し
た
宮
守
が

囃
子
に
合
わ
せ
て
円
座
の
上
を

回
る
珍
し
い
神
楽
で
す
。

大
住
隼
人
舞
は
、
７
世
紀
ご

ろ
大
住
地
区
に
移
り
住
ん
だ
九

州
の
隼
人
が
宮
中
で
舞
っ
た
と

い
う
舞
を
復
元
し
た
も
の
で
、

天
津
・
月
読
両
神
社
で
同
日
夜

に
奉
納
。
か
が
り
火
が
た
か
れ

る
中
、
剣
・
弓
・
盾
・
松
明
を

手
に
古
代
の
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
舞
人
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
勇
壮

な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
棚
倉
孫

神
社
の
「
瑞
饋
神
輿
」
巡
行
は

隔
年
行
わ
れ
る
た
め
、
今
年
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
隼
人
舞
の
由
来
」

改
訂
版
を
発
行

大
住
隼
人
舞
保
存
会
は
、
こ

の
ほ
ど
「
大
住
隼
人
舞
の
由
来
」

の
改
訂
版
を
発
行
し
ま
し
た
。

同
書
は
、
隼
人
舞
の
い
わ
れ

や
舞
の
種
目
な
ど
を
く
わ
し
く

解
説
し
て
い
ま
す
。

頒
価
＝
５
０
０
円

取
扱
先
＝
社
会
教
育
課

問
合
せ
先
＝
大
住
隼
人
舞
保

存
会
　
長
谷
川
（
�
６２
・
２
５

７
８
）

山本の百味と湯立（佐牙神社御旅所）

大
住
隼
人
舞
（
月
読
神
社
）

朔日講の神楽（白山神社）

友
好
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ハ
ワ
イ
か
ら
２３
人
迎
え
熱
戦

‡
‘
fl
›
¶
»

£

神
事
・
神
楽
・
舞

消防団が全国操法大会に出場

ブレイクモンキーズによるトランポリンを
使ったアクロバット（田辺中央体育館）

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
を
め
ざ
し

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

老人福祉センター常磐苑で行われた日米親善友好
ゲートボール大会

な
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
本
来

の
力
は
発
揮
で
き
ず
、
残
念
な

が
ら
目
標
と
し
た
「
入
賞
」
を

逃
し
ま
し
た
。

宇
城
久

宇
城
久
・
綴
喜
地
域

綴
喜
地
域 

合
併
合
併
・
将
来
構
想
策
定
協
議
会
を
設
立

将
来
構
想
策
定
協
議
会
を
設
立 

宇
城
久
・
綴
喜
地
域 

合
併
・
将
来
構
想
策
定
協
議
会
を
設
立 

全国消防操法大会で小型ポンプ操法を披露する消防団員（横
浜市消防訓練センター）

宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山

町
・
八
幡
市
・
京
田
辺
市
・
井

手
町
・
宇
治
田
原
町
の
７
市
町

は
、
合
併
し
た
場
合
に
お
け
る

将
来
構
想
案
策
定
や
合
併
に
関

す
る
住
民
意
識
調
査
な
ど
を
行

う
た
め
、
１０
月
１０
日
に
「
宇
城

久
・
綴
喜
地
域
合
併
・
将
来
構

想
策
定
協
議
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。

同
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

７
市
町
の
市
町
長
と
議
会
の
代

表
、
府
宇
治
・
田
辺
両
地
方
振

興
局
長
、
学
識
経
験
者
で
す
。

会
長
に
は
久
保
田
勇
宇
治
市

長
、
副
会
長
に
は
久
村
哲
京
田

辺
市
長
と
梅
原
一
六
城
陽
市
議

会
議
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
会
は
７
市
町
の
地
域
が
目

指
す
べ
き
将
来
像
や
、
合
併
に

つ
い
て
住
民
の
み
な
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
な

の
か
を
お
尋
ね
す
る
た
め
、
同

地
域
に
お
住
ま
い
の
満
２０
歳
以

上
の
人
を
無
作
為
に
７
０
０
０

人
選
び
、「
市
町
合
併
に
関
す

る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
の
発
送

が
あ
っ
た
方
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
１０

月
１２
日
〜
１４
日
に
田
辺
中
央
体
育
館
や
田

辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
な
ど
で
開
か
れ

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

３
日
間
で
４
千
人
が
来
場
。
参
加
者
は
、

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
体
験
し
て
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
、
田
辺
中

央
体
育
館
で
新
体
力
テ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
・
卓
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
田

辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
で
は
ペ
タ
ン
ク

大
会
。
田
辺
公
園
プ
ー
ル
無
料
開
放
・
ア

ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
が
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１４
日
に
は
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト

チ
ー
ム
の
「
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
キ
ー
ズ
」
が

来
場
し
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
た
演
技

を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
に
４
千
人

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
に
４
千
人 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
に
４
千
人 

日米親善


